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各国のOR学会会員数

の比較を通して…

鈴木誠道

2年ほど前から IFORS (閤際OR学会連合)の日本

側の窓口宏仰せっかっている.あるとき， IFORS 事務

局からの瀦郊の間に，西ドイツの Müller-Merbach 教

授が， IFORS 加盟各国の人口と会員数の辻をとって，

OR普及躍をのー側面を論じた小文を見出した.わがOR

学会では，ご存知のように，会員増強のためのタスグ・

フォースが設けられて，学会発展の方策が論じられてい

るときでもあり，会員数などのデータを更新，織強して

これをご紹介するとともに，民演ORについて考えてい

ることな述べてみたい.

IFORS には現在 30カ簡が加盟している. その他に

AGIFORS (航空関係OR グループ)， MPS (数理計画

学会)などの 6 団体が kindred societies として加入し

ている. 30カ還を会員数の多い綴に主主ベて，各留の会員

数，人口，国民総生産から会員 1 人当りの人口，会員 1

人当りの関民生産額を求めたのが，下の表である.ずい

ぶん乱暴な表だが，ちょっとこれを眺めている&あれこ

れ想像をめぐらすことができる.なおデータは概ね1977

-1978年のものである.また，米患のOR学会主義の数は，

近年減少傾向(lヲ76年7859入， 1978年6408人}にあるが，

これ?とてrIMS の会員数の半数を加え便宜的に米国の会

員数としている.

さて，会員 i 人当りの人口の少ない国は，ある意味で

ORが事普及していると克られる.7 -1:/ランド，イギ F

ス，イスラエル，ニュージ…ランド，スイスの 5 カ蜜で

は 2 万人足らずにOR学会員が 1 人いる勘定になる.

MülleトMerbach 教授も， この水準を抜くには，かな

りの努力を要しようと指摘している.ついで， 2-3万

人に会長 1 人のグループには，デγマーク，ノールウェ

イ，ス品目デン，アメ!! 71 ，フランス，オ{ストラヲア，

オランダ，ギリシャの 8 カ国が属している.北欧の 4 カ

国が，ナベて 3 万人以下に 1 会員となっているのは興味

深い.

人口 3-10万人に i 会員という犀は，アイルランド，
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シンガ;t<-ル，ベルギ…，カナダ， a本，アルゼンチン，

望書ドイツ，南ア連邦の S カ濁である.それにつづいて，

10万人以上に 1 会員の閤，韓国，チリー，スペイン，イ

タリヤ，エジプト， ブラジル， トノレコ， メ今、ンコ，イン

ドの 9 カ国が続く.

いわゆる先進国では，概して人口/会員数の比が低い

ことは， うなずける.例外として，沼本と濁ドイツがあ

る.人口/会員数で，それぞれ30カ国中18依， 20位であ

る.

人口/会員数では， 1. 6x lO・(フィ Y ラ γ ド)から，

173. 3x 1ぴ{インめとばらつきが大きいので，総生産

/会員数を求めてみた.これによって，工業化が進んで

いないため会員数が少ないという傾向を除去できるから
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である. る.これらの分野の活動が瀕給された20数年穏には，湾

総菜宅r:-Jßると，人口/会員数が小さい溺では，例外な 分妻子とも同議度の大きな英語待をもって迎えられていたよ

く総生産/会員数も小さい.イギ翌九フィンランド， うに記憶している.しかし，いまや少なくとも会員数で

イスラ品ル，ニュージーランドなどが，その典獲的な伊j 見るかぎり{たとえば情報処理学会と比較すると)，荷主き

である.これらの固では，会員数で見るかぎり， ORが の間に大きく水があいていることを認めざるを得ない，

かなり浸透しているといえよう. 企業によってかなりの幾呉はあろうが，このことは，モ

人口/会員数の値は大きくても，総生躍を/会員数の値 ノまたは生産・営業活動に直結して，社会に深く浸透し

がだいぶ小さくなる閏がある.イソド，綿闘，チリーな ながら発展してきたロ γ ピュータ分野と，よりソフトで

どが，その例である.一方，西ドイツ，プ汐ジル，イタ はあるが生産・営業活動との結び付きが間接的であった

リヤ，メキシコは総生産/会員数の比が高い ORの畿の然らしむるところと考えられないであろう

各国の事情にもよろうが，総生産/会員数の比を i 健 か，この差は，多分にORとコンビュータの分野題有の

ドル/会員数以下にするには，かなりの努力会獲しよう 差であろうが，コンピ品{タ分野の発療には，多〈の教

が 2 億ドル/会員の線は，達成可飽と思われる. 識が含まれているものと怒う.

以上が各留のOR学会会員数の術単な分析である.上 私が，経験・克織した国鉄の場合も，やはり問機の状

述の 2 つの比だけからあまり多くの結論を導ぴとうとす 況が見られた. :::t Y ピ品{タ部門は，座席予約， トラフ

ると誤りを誘うことになろう.各国は人民工業化の穆 ィック制御，ヤード管理など国鉄の生産活動と直結した

躍を，教背・研究のレベルや組織がさまざ1主である.また システムの開発・維持を過して発展してきた.その過程量

OR綿入・発展の歴史，指導者の熱意， OR学会の組織 では，手法よりも問題の現実的な解決とシステ;ムの完成

や活動状況，入会資格の厳格さ，会費の水機などにもそ が，至上命令であり，そのためには，いわゆるドロ奥い

の悶々関有の事情があろう.さらにORに隣接する分野 ジステム分析とかデ同タ収集を強力にこなしていくこと

の学会とOR学会との勢力関係も重要な重要因である.こ が求められる.この緊張の中でそ/ができ上り，人材が

れらすべての事務が複雑にからみ合って，会食数が混在 育つ.ま丸関連分野の学会に加入する入も増えてい

の水溶に務ち着いているものと考えられる. く .OR育ちの人も，かなりこれらのプP ジ=グトに参

それRこしても， a本の場合，人口/会員数=5.475(18 加し，またORの手法もそれと意識されるか杏かは別に

佼)，総生産/会員数3.3億ドル (26位)であり，向指標 して，かなり用いられている.

ともあ t り芳しくない.いわゆる先進国では，日・独・ 一方.ORヵ'::Èにかかわる分野には，計画作業的なも

伊の 3 闘が，ともに不振である.西ドイツの場合には， のが多い.これに対しては，現在のORは必ずしも十分

何か特殊な事情がありそうである. に強力でない.したが唱で，その計画の全体よりも部分

他聞はさておき日本の現在のOR学会の会員数は，上 の問題を解決するのに止まらざるを得ない.勢い，生産

の 2 つの指標から判断して翌日j底妥当な水機にあるとは考 活動と間接的なかかわりしかもたない場合が多くなる.

えられない.人口/会員数が 3 万，総生産/会員数が 2 このため，手法関に麓点が移り，チーム・プレイよりも

億ドル/会員の線が，撞え呂に見ても実現されていてよ 領入の努力に負うところが大となる，これらー逮の事柄

いレベルと考えられる.これは会員数に喜ますとそれぞれ が，互いに留になり祭になゥて，仕事がなかなか大きな

約38∞入， 34∞人である.ただ将来に主宰けるORに対す 流れに発展していかない.もどかしさを感じたのは一幕

る社会の婆畿や情報産業の発展にもとづいて考えれば， でなかった.

おのずから呉なった数値が出てこよう.

事慢に記入されている日本の会員数は. 2140人である ORの学会員数は，褒に見られるように，上記の 2指

各閣のデ向タと年度を合せるために，ここでは1978年の 標が低い固でも，他の分野の学会に比して会員数は多〈

会員数をとったが， 1979年 9 月 21 日現夜，会員数は2278 ない.多かれ少なかれ，各国とも日本と同様の悩みをも

人であることを付記し，この聞の関係のガ4の会員増強 っているであろう.一方で，エネルギー，環境問題など

に対するご努カに敬意を表したい. 解決を急がれる問題が自白押しである.これらの問題に

E寺霊を逸せずに，立、!匂える態勢を整え，将来への明る

会員数の言蓄になると，停滞ぎみのORに対して，よく い展望を梼くことが肝要きであると思う.

引合い?と出されるのが，コンピュータ関係の分野であ

1979 年 l1A号 88事© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.




